
機関リポジトリと研究インパクト機関リポジトリと研究インパクト
（理系研究者が機関図書館に期待すること）（理系研究者が機関図書館に期待すること）

栃内 新
北海道大学

大学院理学研究院自然史科学部門多様性生物学分野大学院理学研究院自然史科学部門多様性生物学分野
科学技術コミュニケーター養成ユニット

名古屋大学会場：2009年8月5日（水） 11:00 12:00名古屋大学会場：2009年8月5日（水） 11:00-12:00

ＮＩＩ会場 ：2008年9月9日（水） 11:00-12:00



変わる図書館！
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9つの表彰を受けたサンディエゴ郡図書館

（これが図書館？！）

・コミュニティアートのための協同イベント

・コミュニティ形成のためのメキシコのお祭り（fiesta）のイベント

・世代間交流のダンスイベント・世代間交流のダンスイベント

・デイケア施設等にいる子ども達のための夏の読書クラブ

・アラビア語と英語の二ヶ国語によるコンピュータリテラシー教室

音楽 を紹・世界の音楽と文化を紹介するイベント

・高齢者向けの、自身とお金を守るための講習会

Posted 2009年6月23日
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追い詰められた図書館（守り）追い詰められた図書館（守り）

ではなくではなく

積極的に変化する図書館（攻め）積極的に変化する図書館（攻め）

↓

図書館をめぐる新しいコミュニティが
形成されつつある予感形成されつつある予感
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インターネット時代の図書館

The Library, University 
College Dublin, Belfield, 
Dublin 4

Richview Library Blog; http://archlibrary.wordpress.com/
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北大図書館広報誌「楡蔭」

現在、この記事は
機 ポジ北大の機関リポジトリHUSCAPに

登録され、私の登録論文の中で
も とも多くダ されもっとも多くダウンロードされている
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2006年末に書いたものですが、現在も状況はほ

とんど変わ ておらず 本日お話しする内容も基とんど変わっておらず、本日お話しする内容も基
本的には、ここに書かれていることです。

（ただし、HUSCAPに私のエッセイとならんで格

納されている千葉大学の土屋先生のコメントをお納されている千葉大学の土屋先生のコメントをお
読みいただくとおわかりになるように、私の議論
はあくまでも自然科学研究者の「日常的感覚」にはあくまでも自然科学研究者の「日常的感覚」に
基づく主観的なものであり、図書館情報学などの
専門家の方から見ると 認識や判断の間違いも含専門家の方から見ると、認識や判断の間違いも含
まれています。本日の話も、そうした前提でお聞
きください ）きください。）
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要約すると

研究者が大学・機関図書館に期待すること
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言い換えると

大学・機関図書館へのエール
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インターネット時代になって
文献へのアクセスは驚異的に文献 のアクセスは驚異的に
改善された
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机を離れることなく
書籍にアクセスできる書籍にアクセスできる
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著作権が切れたものであれば Google Book 著作権が切れたものであれば Google Book 
Search で全文 pdf ダウンロード可能

もちろん無料

是非とも世界中の図書館が協力して こうし是非とも世界中の図書館が協力して、こうし
た動きを拡大していただきたい
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科学文献というものは日常的な研究に必要な
も であるとともに 古典的文献は人類全体ものであるとともに、古典的文献は人類全体
の遺産であり、その教育的価値も高い。
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ダーウィン：種の起源（1859）
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ヴェサリウス：人体解剖（1568）
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フック：ミクログラフィア（1665）
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世界で最初に見世界で最初に見
られた「細胞」
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ノミ
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人類全体の共有財産としての「科学」を実感
できるできる
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ところが新しい論文へのアクセスはできないところが新しい論文へのアクセスはできない
ことも多い

雑誌のオンライン購読は
一般的には無料ではない！
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オンライン・ジャーナルの実情

JournalsOnlineJournalsOnline
: the online 

journal 
solution

http://www.ariadne.ac.uk/issue12/cover/

solution
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オンライン・ジャーナル

雑誌の購読

- 学科・講座単位で購入

- 研究費の圧迫

- 情報からの阻害

↓↓

- 大学全体での対応

- 研究費の節約研究費の節約

- 膨大な情報へのアクセシビリティ

大きな組織内の貧者（私）にとっての福音

小さな組織内の貧者にとっては死刑宣告小さな組織内の貧者にとっては死刑宣告
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雑誌は図書館経由でのみアクセスできる
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去年までは自宅からはアクセスできなかった
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試行中のICカードによる学外からの認証・接続
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virtual private networkp

学術ポータル担当者研修 Page 28



リモートアクセスサービスも試行中
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機関・個人リポジトリに救われる
こともあるがともあるが
機関・個人リポジトリに
最新論文が登録されている最新論文が登録されている
ことは多くない
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リポジトリの充実とは別にリポジトリの充実とは別に
動きつつある状況
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オープン・アクセスオープン・アクセス

- 科学の営みの成果は、世界の共有財産である

無料で公開されてしかるべき

- 現実の困難性（出版にかかる費用の問題）

- どうする

- 公有化（国連のような組織）

- 民営化（しくみを工夫すれば不可能ではない）

- 著者負担（現時点でもっとも多いビジネスモデル）
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フリー・ジャーナルの登場
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Public Library of Science (PLoS)
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Public Library of Science (PLoS)
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成功しつつある試み：成功しつつある試み：
非常に高いインパクト・ファクター (IF, 2006)
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BioMed Central (BMC)
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ほとんどのものがオープン
・アクセスアクセス
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PLoS ほどではないが高い IF
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おそらくおそらく
アクセスのしやすさが
高いインパクトファクターに
つながっているつながっている
と、思ったのですが・・・
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出版後１年以内では読者数は増加するものの
引用数が上がるわけではない。引用数 るわけ はな 。

（インパクトファクターの増加には影響しない（インパクトファクタ の増加には影響しない
だろう。）
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たとえ直近の引用数がたとえ直近の引用数が
上がらないにせよ
購読者数は確実に増加する購読者数は確実に増加する
↓
喜ばない研究者はいない
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一方、国内から力強い報告が
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日本化学会 Chemistry Letters 誌でのオープンアクセス効果
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しかし、
プ ジ がオープンアクセスジャーナルの多くが

出版コストを著者から回収する版 収す
ビジネスモデルであるため

高い投稿料金が
貧乏研究室にとっての悩みの種貧乏研究室にとっての悩みの種
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（ここだけの話）（ここだけの話）

貧乏研究室でもオープンアクセスジャー
ナルに投稿できる必殺アイディアナルに投稿できる必殺アイディア

機関リポジトリが「資金」を獲得して機関リポジトリが「資金」を獲得して
投稿料金をサポートするシステムは
できないものでし うか？できないものでしょうか？
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それはさておき
フリ ジ ナル時代にな たらフリージャーナル時代になったら
機関リポジトリはいらなくなるのか
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機関リポジトリは
大学・研究所の教育研究活動の大学 研究所の教育研究活動の
ショーケースとして
大きな役割を担うようになる大きな役割を担うようになる
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機関リポジトリの充実は機関リポジトリの充実は
大学の存在感を
アピールするアピ ルする

北大ＨＵＳＣＡＰの例～ 北大ＨＵＳＣＡＰの例 ～
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北海道大学の機関リポジトリ HUSCAP

学術ポータル担当者研修 Page 56



Google 検索でHUSCAPは常に上位にランクされる

HUSCAPHUSCAP

検索サイト

出版社
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アクセスされやすいために
が購読・引用されるチャンスが高まる

（のではなかろうか）（ な ）
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機関リポジトリ・個人アーカイブ機関リポジトリ 個人ア カイブ
における問題点

速報性に欠ける

網羅性に欠ける

原著との差異が気になることもある

- デザイン、フォント、改行、スペースなど
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出版社のｐｄｆファイル
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HUSCAP の ｐｄｆ ファイル

スペースが抜けている！
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論文は読まれ評価されると論文は読まれ評価されると
引用される

機関リポジトリへの登録が
それを支える
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朝日新聞2008年４月11日朝刊
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インパクトフ クタ で利用されるインパクトファクターで利用される
１～２年の初期の引用ではなく
ロング・テールな引用を保証する
機関リポジトリ機関リポジトリ
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学術論文の利用はロング・テール

ものの売れ方：少数の売れ筋と、あまり売れないたくさんの品物 → 時間軸に適用
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私自身が経験したこと
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Google Scholar：2005.9

引用：２１

引用：１１引用

引用：１１引用：１１

引用：９
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引用：９



Google Scholar：2006.3

引用：２１→２２

引用：１１→１３引用：１１→１３

引用 １１ １３引用：１１→１３

引用
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Google Insights for Search :from OPEN ACCESS JAPAN

2009年8月18日 13:32

学術ポータル担当者研修 Page 69



Google Scholar：2007.8

がHUSCAP への登録が関
連論文の引用を引き上
げた可能性がある？

引用：２２→３２

引用：１３→２４引用：１３→２４

引用：１３→２０
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Google Scholar：2008.7 増加の勢い継続

引用：３２→３７引用：３２→３７

引用 ２４ ３５引用：２４→３５

引用：２０→２５

引用：１９→２４
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Google Scholar：2009.7 新たな傾向

2006年論文の孫引き：０→５５

引用：３７→４７引用：３７→４７

引用：３５→４８

引用：２５→３１

引用：２４→３０
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G l  S h l  自身がGoogle Scholar 自身が
評価システムになっている
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研究者にのしかかる研究者にのしかかる
論文評価とインパクト・ファクター
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インパクト・ファクターをめぐる問題

本来は個々の論文の被引用が論文の評価

インパクトファクターは雑誌全体の被引用度

それが日本の研究者を強くしばっている現実

足し算をして評価に使うという暴挙

インパクトファクターと論文ねつ造
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それでも気になるそれでも気になる
インパクト・ファクター
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研究の仕上げ研究の仕上げ
論文を書く・投稿する
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論文投稿における研究者の行動

投稿誌を選ぶ

高いインパクト・ファクター- 高いインパクト・ファクター

- 広いサーキュレーション（出版部数）

- スピード（レビュー ～ 印刷）スピ ド（レビュ 印刷）

- 実際の投稿順位（動物発生学を例にすると）

- Nature, Science, Cell, Current BiologyNature, Science, Cell, Current Biology
- Development
- Developmental Biologyp gy
- International Journal of Developmental Biology
- Development Growth and Differentiation (Japan)
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有名雑誌に断られたら

最後の楽園としての国内学会誌

スピードと高アクセプト率- スピードと高アクセプト率

- 多数の日本人によるレビュー

- 出版順位などの融通性出版順位などの融通性

- ドクター審査に必要なので・・・

- そこそこの国際的流通性そこそこの国際的流通性

- Development Growth and Differentiation
- Zoological Scienceg

他の国内学会誌の現状
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国内学術誌の現状と未来

京 ポジZoological Science → 北大・京大でリポジトリ効果調
査中（ZSプロジェクト）

D l t G th d Diff ti tiDevelopment Growth and Differentiation
International Journal of Immunology
現状- 現状

- 低い評価（インパクト・ファクター）

最後 楽園 とにかく印刷 き- 最後の楽園：とにかく印刷できる

- 博士論文のためのアリバイとしての出版

- 未来

- 新しい学術情報フォーラム

- 相互扶助同人誌からの脱皮
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ZSプロジェクト「機関リポジトリに登録することによる効果」を検証
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インパクトフ クタ に代わるインパクトファクターに代わる
オルターナティブな評価

（より広範な読者による評価）（より広範な読者による評価）
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DGDという「最後の楽園」雑誌が評価されるシステム 2005/1/14推薦される→1/14, 7位→1/20, 4位→1/24, 1位



リポジトリが世界へリポジトリが世界へ
当該機関研究者の業績を
発信することで評価を創り出す発信することで評価を創り出す
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リポジトリ登録によって
再発見される論文再発見される論文

大学紀～ 大学紀要 ～
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大学紀要の過去と未来

北海道大学理学部紀要・動物学

- 現在、休眠中
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理学部紀要と坂上昭一

ハチ研究業績のアーカイブとしての理学部紀要

学術ポータル担当者研修 Page 87



紀要に掲載された世界のハチ行動学の歴史に残る詳細な観察記録
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坂上の研究は研究の当初から真の意味で独創的であり、世界
的であった そのことを如実に示す数字がある １９７１年に的であった。そのことを如実に示す数字がある。１９７１年に
アリ類研究の大家であるハーバード 大学のE. O. Wilsonが一
冊の本を出版した。「The Insect Societies（昆虫の社会）」冊の本を出版した。 The Insect Societies（昆虫の社会）」

と銘打たれたこの本は、同じ著者によって数年後に出版され生
物学のパラダイムを変換させた「Sociobiology （社会生物

学）」の先駆けとなる重要な著作であり、当時の昆虫社会学の
最新の知見を網羅したものであった。巻末の索引を見ると坂上
の研究の引用は２６カ所 アリ学の泰斗で前記subsocial の研究の引用は２６カ所、アリ学の泰斗で前記subsocial 
routeの提唱者であるW. M. Wheelerと著者であるWilsonに

次ぐ第３位の引用回数で、坂上の長年にわたる研究上の師であ次ぐ第３位の引用回数で、坂上の長年にわたる研究上の師であ
り友人であったMichenerをわずかに上回る。 文献表には坂上
が第一著者のものだけでも25編の論文がリストアップされて

る ちらは第 位いる。こちらは第６位。
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こうした成果の公表に大きな役割を果たしたのが当時の北大理
学部紀要（動物学）（現在は休刊中）をはじめとする大学紀要学部紀要（動物学）（現在は休刊中）をはじめとする大学紀要
だった。実際、上記「昆虫の社会」 に引用された25編のうちの

９編は北大理学部紀要に発表されている。当時年２回発行されて
いた紀要を ペ ジ制限なしに研究成果を発表できる場として坂いた紀要を、ページ制限なしに研究成果を発表できる場として坂
上は大いに活用したのだった。なにかというとジャーナルのイン
パクトファクターを気にする現代の風潮を聞いたら坂上は嗤い飛パクトファクターを気にする現代の風潮を聞いたら坂上は嗤い飛
ばすに違いない。評価を決めるのは雑誌の格ではなくて論文自体
の内容だ、といいきれるだけの実績が彼にはあった。

2006 2008

2009
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これからの図書館に望むこと
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情報ゲートウェイとしての図書館

雑誌・書籍の収集
- 収集したものの情報処理と公開
- （これからの図書館機能）

研究業績出版
- 研究者と出版社・学協会をつなぐ研究者と出版社 学協会をつなぐ
- 著作権問題への対応
リポジトリ
- 業績の蓄積- 業績の蓄積
- 蓄積情報の加工・処理および公開サービス

- 研究者にとってリポジトリ登録作業はとても面倒くさい
（笑）（笑）

大学・研究所というコミュニティでの情報サービス
- 科学者同士をつなぐ
市民と科学者のコミュニティでの情報サ ビス市民と科学者のコミュニティでの情報サービス
- 市民と科学者をつなぐ
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学術情報へのアクセス支援

論文検索のポータルサイトの構築

論文相関図（日本 大学を意識したもの）- 論文相関図（日本・大学を意識したもの）

- 新しい論文検索法の提案

この論文を見た人はこんな論文も読んでます- この論文を見た人はこんな論文も読んでます。

- cf. Amazon.com
書架 ように整理された論文 提 法- 書架のように整理された論文の提示法

- 流し読みの楽しみと発見

- 同じ大学の研究者の類似論文や研究成果へのリンク
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機関リポジトリを活用した幅広い活動

リポジトリ内の学術情報利用の解析

- 新しい論文評価システムの構築

- 科学者が気付かない論文の価値の発見

- 被引用情報の提供

- 研究者に（いつ、どこで、誰に引用された）

- 利用者への情報サービス（教育・広報的活動）

- 研究者に

- 政策決定者に

- 学生に

- 市民に市民

リポジトリ・レパートリーの増加
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そして

読まれる工夫（佐藤と逸村、2009 情報学会研究大会）

機関リポジトリの利用形態解析

- 機関リポジトリの利用者の多くは民間の個人

- 英語論文は海外から、日本語論文は国内からのアクセス

- サーチエンジンからのアクセス
が多い

- 日本語論文は新しいもの、英語
論文は古いものも

テキスト化されているとアクセ- テキスト化されているとアクセ
スが多い（画像pdfはアクセス
しにくい）しにくい）
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リポジトリ成功の秘訣
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それは図書館員です。

なぜならばなぜならば

図書館員は愛校心がある

研究者には愛校心がない
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大学・機関のショーケースは

あくまでも組織を「売る」ためのもの

研究者の基本的姿勢は

組織に属さない「一匹狼」
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もちろん研究者の協力が必要

個人的体験では

機関リポジトリを熱心に推進する
図書館員の姿勢に研究者が共感図書館員の姿勢に研究者が共感

（ ）（あるいは思わず手助けしたくなる）
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共同作業を繰り返すことで生まれる連帯感共同作業を繰り返すことで生まれる連帯感

図書館員と研究者が
仲良くすることで仲良くすることで
研究者が愛校心を持つのと
同じ結果が生まれる同じ結果が生まれる
（あるいは「瓢箪から駒」でほんとうに

愛校心が芽生えていることも ）愛校心が芽生えていることも・・・）
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モデル・ケース

小樽商科大学
バ り組バレルの取り組み
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リポジトリと研究者の交流：図書館員から動きだそう

2008年2008年
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ブログでバックアップ
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グッズも効果的
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新作
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ポイントはポイントは

図書館員も楽しむ！図書館員も楽しむ！
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充実したリポジトリを持つ図書館が充実したリポジトリを持つ図書館が
機関の顔になる

情報の出入り口

機関の特徴に適合したポータルサイト- 機関の特徴に適合したポータルサイト

リポジトリ

機関の特徴の解析- 機関の特徴の解析

広報

機関を見せる- 機関を見せる
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国立情報学研究所（NII）が運営している論文データベー
ス「CiNii」のトップページがこの4月から“Google風”にス「CiNii」のトップペ ジがこの4月から Google風 に
変わり、アクセスが急増している。 (ITmediaNews)

2009年08月17日 更新
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使い勝手の良いユーザーインタフェースが、論文へ
の隠れたニーズを拾い上げているの隠れたニ ズを拾い上げている
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図書館が地域コミュニティの核になる図書館が地域コミュニティの核になる

地域情報コミュニティ

- 機関と地域住民をつなぐ機関 域住民を なぐ

- 研究者と地域住民

- 地域住民と学問地域住民と学問

- 地域と世界
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図書館を介した地域との連携が
大学・機関の生き残りを左右する
ことになるかもしれないなる れな
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これからは
図書館が大学・機関を変える
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さらにはさらには
図書館が社会を
変えるかもしれない変えるかもしれない
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気が付いていない研究者もいますが(^^;)

研究者は

気が付いていない研究者もいますが( ;)

研究者は
図書館の皆さんの活躍を
頼りにしています！頼りにしています！
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